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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 4,710 12.6 376 △16.7 501 6.3 286 △12.7

2022年3月期第1四半期 4,184 ― 452 ― 472 ― 328 ―

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　243百万円 （△19.4％） 2022年3月期第1四半期　　301百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 76.19 ―

2022年3月期第1四半期 85.16 ―

（注）１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を前第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第１四
半期に係る各数値ついては、当該会計基準等を適用した後の数値になっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

２．当第１四半期連結会計期間より表示方法の変更を行ったため、2022年３月期第１四半期については、当該表示方法の変更を反映した組替え後の数値を記
載しており、対前年同四半期増減率は組替え後の数値を用いて計算しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 22,309 13,380 60.0

2022年3月期 19,726 13,251 67.2

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 13,380百万円 2022年3月期 13,251百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 25.00 ― 30.00 55.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 25.00 ― 30.00 55.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 8,900 15.3 400 △36.4 550 △16.1 320 △37.8 85.04

通期 17,500 23.1 700 △22.5 950 △2.7 550 △45.2 146.16

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）当第１四半期連結会計期間より表示方法の変更を行ったため、増減率については、当該表示方法の変更を反映した組替え後の前年同期数値を用いて計
算しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規　１社　（社名）株式会社ザ・ペット

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（当四半期連結累計期間における重要な
子会社の異動）」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 4,623,000 株 2022年3月期 4,623,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 859,953 株 2022年3月期 859,806 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 3,763,121 株 2022年3月期1Q 3,854,984 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります、業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染対策や各種政策の効果もあ

り、経済・社会活動が正常化に向かう中で、雇用情勢や設備投資、また、個人消費についても緩やかな回復がみら

れました。一方で、ウクライナ情勢の長期化に加え円安の進行等の影響による原材料価格やエネルギー価格等の高

騰により、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループにおいては、2022年４月27日付でペット用品を取り扱う株式会社ザ・ペッ

トの株式を取得し、子会社化いたしました。このことから、当第１四半期連結累計期間の売上高は47億１千万円

（前年同期比12.6％増）となりました。

　利益面につきましては、原材料価格の高騰等の影響及び株式会社ザ・ペットの株式取得関連費用等の計上によ

り、営業利益は３億７千６百万円（前年同期比16.7％減）となりましたが、営業外収益において、東日本物流セン

ター開設に伴う補助金収入及び株式会社ザ・ペットにおける保険解約返戻金収入を計上したこと等により、経常利

益は５億１百万円（前年同期比6.3％増）となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益は、株式会社ザ・ペットの株式取得関連費用に係る税効果が認識されないこ

と等により、法人税等の負担率が増加したため、２億８千６百万円（前年同期比12.7％減）となりました。

　なお、当第１四半期連結会計期間より表示方法の変更を行っており、経営成績については当該表示方法の変更を

反映した組替え後の前第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の数値を用いて比較して説明しております。

表示方法の変更の詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（追加情報）（表示方法の変更）」に記載しております。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　なお、従来の当社グループの報告セグメントは、「塗料事業」、「ＤＩＹ用品事業」、「その他」の３つとして

おりましたが、株式会社ザ・ペットの子会社化に伴い、当第１四半期連結会計期間より、「塗料事業」、「ＤＩＹ

用品事業」、「ペット用品事業」、「その他」の４つの報告セグメントに変更しております。

＜塗料事業＞

　当事業では、売上高は24億２百万円（前年同期比0.5％減）となり、国際的な情勢不安の影響による原材料価格

の高騰等の影響を受けて、セグメント利益は２億９千４百万円（前年同期比10.2％減）となりました。

＜ＤＩＹ用品事業＞

　当事業においては、売上高は15億９千６百万円（前年同期比7.5％減）となり、販促宣伝関連の費用の減少等に

より、セグメント利益は１億２千万円（前年同期比22.2％増）となりました。

＜ペット用品事業＞

　当事業においては、売上高は６億５千６百万円となり、株式会社ザ・ペットの株式取得関連費用等の計上によ

り、セグメント損失は６千７百万円となりました。

＜その他＞

　その他の事業は、売上高は５千７百万円（前年同期比10.1％増）、セグメント利益は２千８百万円（前年同期比

13.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は223億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億８千３百

万円増加いたしました。これは主に、受取手形の増加２億５千９百万円、売掛金の増加８億４千万円、電子記録債

権の増加２億３千４百万円、商品及び製品の減少１億６百万円、有形固定資産の増加２億５千１百万円、のれんの

増加９億８千７百万円によるものです。

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は89億２千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ24億５千３

百万円増加いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加４億５千４百万円、電子記録債務の増加１億６

千５百万円、短期借入金の増加６億８千万円、長期借入金の増加12億円によるものです。

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は133億８千万円となり、前連結会計年度末に比べ１億２千９

百万円増加いたしました。これは主に、利益剰余金の増加１億７千３百万円によるものです。

　この結果、自己資本比率は60.0％（前連結会計年度末は67.2％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想については、2022年６月29日の「業績予想及び配当予想に関するお知らせ」で公表いたしました第

２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,386,757 4,413,356

受取手形 411,025 670,757

売掛金 2,138,654 2,979,289

電子記録債権 585,777 820,569

有価証券 199,971 226,328

商品及び製品 2,515,314 2,408,608

仕掛品 19,676 21,393

原材料及び貯蔵品 229,042 259,408

その他 149,785 137,656

貸倒引当金 △11,373 △32,975

流動資産合計 10,624,631 11,904,393

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,306,681 2,341,676

土地 3,378,253 3,506,785

その他（純額） 458,530 546,714

有形固定資産合計 6,143,465 6,395,176

無形固定資産

のれん － 987,792

その他 240,027 240,762

無形固定資産合計 240,027 1,228,555

投資その他の資産

投資有価証券 2,303,493 2,241,907

その他 434,231 559,369

貸倒引当金 △19,695 △20,220

投資その他の資産合計 2,718,029 2,781,056

固定資産合計 9,101,523 10,404,788

資産合計 19,726,155 22,309,181

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,171,924 1,625,991

電子記録債務 316,689 481,698

短期借入金 580,000 1,260,000

１年内償還予定の社債 500,000 500,000

未払法人税等 295,828 227,310

引当金 221,618 119,388

その他 615,940 687,969

流動負債合計 3,702,000 4,902,358

固定負債

社債 1,500,000 1,500,000

長期借入金 200,000 1,400,000

役員退職慰労引当金 7,665 8,454

退職給付に係る負債 845,149 899,023

その他 220,224 218,384

固定負債合計 2,773,040 4,025,862

負債合計 6,475,041 8,928,221

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,869,017 5,869,017

資本剰余金 4,171,826 4,171,826

利益剰余金 3,815,007 3,988,829

自己株式 △1,543,062 △1,543,331

株主資本合計 12,312,788 12,486,342

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 943,050 898,573

退職給付に係る調整累計額 △4,724 △3,956

その他の包括利益累計額合計 938,325 894,617

純資産合計 13,251,114 13,380,959

負債純資産合計 19,726,155 22,309,181
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 4,184,117 4,710,494

売上原価 2,630,107 3,152,818

売上総利益 1,554,010 1,557,676

販売費及び一般管理費 1,101,716 1,180,749

営業利益 452,293 376,926

営業外収益

受取利息 277 373

仕入割引 9,590 8,041

受取配当金 24,993 26,851

保険解約返戻金 － 52,085

補助金収入 － 41,558

その他 2,544 15,706

営業外収益合計 37,406 144,617

営業外費用

支払利息 2,572 4,570

株主優待費用 9,403 8,000

その他 5,563 7,259

営業外費用合計 17,539 19,829

経常利益 472,159 501,714

特別利益

投資有価証券売却益 － 29

特別利益合計 － 29

特別損失

減損損失 1,879 3,500

特別損失合計 1,879 3,500

税金等調整前四半期純利益 470,279 498,243

法人税等 141,983 211,525

四半期純利益 328,295 286,718

親会社株主に帰属する四半期純利益 328,295 286,718

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 328,295 286,718

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28,715 △44,476

退職給付に係る調整額 1,742 768

その他の包括利益合計 △26,972 △43,707

四半期包括利益 301,323 243,010

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 301,323 243,010

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　当第１四半期連結会計期間において、株式会社ザ・ペットの株式を全数取得したため、連結の範囲に含めておりま

す。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（税金費用の計算方法の変更）

　当社及び連結子会社は、従来、税金費用については、年度決算と同様の方法により計算しておりましたが、四半

期決算に迅速かつ効率的に対応するため、当第１四半期連結会計期間より連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法

に変更しております。

　なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（表示方法の変更）

　当第１四半期連結会計期間より、当社グループの実態を適切に反映させるため、従来、「営業外収益」に表示し

ておりました「受取地代家賃」及び「太陽光売電収入」による収益を「売上高」に集約して表示し、「営業外費

用」に表示しておりました「賃貸資産維持管理費」、「減価償却費」及び「売電維持管理費」は、「売上原価」に

集約して表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の四半期連結財務

諸表の組替えを行っております。

　この結果、「営業外収益」の「受取地代家賃」に表示しておりました17,468千円及び「営業外収益」の「その

他」に含めておりました「太陽光売電収入」7,388千円は、「売上高」として組替えており、「営業外費用」の

「その他」に表示しておりました「賃貸資産維持管理費」3,838千円、「減価償却費」3,223千円及び「売電維持管

理費」264千円は、「売上原価」として組替えております。

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び連結子会社は、当第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しておりま

す。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度を

適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務対応報告

第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項（1）に基づき、実務対応報告第42号の

適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 2,406,762 1,724,768 4,131,530 10,624 4,142,155

その他の収益 － － － 41,962 41,962

外部顧客への売上高 2,406,762 1,724,768 4,131,530 52,587 4,184,117

セグメント間の内部売上高又は

振替高
6,530 － 6,530 － 6,530

計 2,413,293 1,724,768 4,138,061 52,587 4,190,648

セグメント利益又は損失 328,100 98,825 426,926 25,544 452,471

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 426,926

「その他」の区分の利益 25,544

セグメント間取引消去 △178

四半期連結損益計算書の営業利益 452,293

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　報告セグメントに配分されていない減損損失は1,879千円であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
塗料事業 ＤＩＹ用品事業 ペット用品事業 計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
2,399,592 1,596,190 656,787 4,652,570 13,574 4,666,144

その他の収益 － － － － 44,349 44,349

外部顧客への売上高 2,399,592 1,596,190 656,787 4,652,570 57,923 4,710,494

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,466 － － 2,466 － 2,466

計 2,402,059 1,596,190 656,787 4,655,036 57,923 4,712,960

セグメント利益又は損

失
294,690 120,797 △67,434 348,053 28,961 377,014

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 348,053

「その他」の区分の利益 28,961

セグメント間取引消去 △87

四半期連結損益計算書の営業利益 376,926

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　報告セグメントに配分されていない減損損失は3,500千円であります。

　当第１四半期連結会計期間において、株式会社ザ・ペットの株式を全数取得し連結子会社としたことに

より、新たなセグメントの「ペット用品事業」にのれんが発生しております。なお、「ペット用品事業」

セグメントに配分されたのれんの償却額は、24,092千円、未償却残高は987,792千円であります。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　当第１四半期連結会計期間より、株式会社ザ・ペットの株式を全数取得し連結子会社としたことによ

り、新規事業として報告セグメントに「ペット用品事業」を追加しております。

　また（追加情報）（表示方法の変更）に記載のとおり、従来、「営業外収益」に表示しておりました

「受取地代家賃」及び「太陽光売電収入」による収益を「売上高」に集約して表示し、「営業外費用」に

表示しておりました「賃貸資産維持管理費」、「減価償却費」及び「売電維持管理費」は、「売上原価」

に組替えて表示しております。これにより、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報についても組替

え後の数値を記載しております。なお、当該変更により、組替え前と比較して「その他」セグメントの売

上高の「外部顧客への売上高」が7,388千円及び「その他の収益」が17,468千円それぞれ増加しており、

セグメント利益が17,530千円増加しております。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　株式会社ザ・ペット

事業の内容　　　　　ペットフード、ペット用品総合卸売業

（2）企業結合を行った主な理由

　「ペットフード・ペット用品」に関連する専門店向けの独自販売チャネルを持っており、同社及び当社

グループの有するノウハウ、ネットワーク、インフラ等を相互に活用することによる相乗効果により、新

たな事業の柱として当社グループの事業基盤の拡大・強化を図るため。

（3）企業結合日

2022年５月１日

（4）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

（5）結合後企業の名称

変更ありません。

（6）取得した議決権比率

企業結合日に取得した議決権比率　　100％

取得後の議決権比率　　　　　　　　100％

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として当該株式を取得したことによります。

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2022年５月１日から2022年６月30日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　株式譲渡人が個人であることや株式譲渡人との合意により守秘義務があるため非開示とさせていただきま

す。

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（1）発生したのれんの金額

1,011,885千円

（2）発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力であります。

（3）償却方法及び償却期間

７年間にわたる均等償却
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